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携帯通信（FOMA・Au） 

衛星通信（Iridium） 

無線ＬＡＮ 

通信ケーブル 

有線ＬＡＮ 

ＷＥＢ公開 

警報メール送信 

データベース 

データ解析 

データ保存 

無線 
情報メール送信 

観測装置 受信局 

閲覧 

システム構成 
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＊ 上記筐体以外にも専用、および市販の防水ケースに組み込みが可能です。 

＊ ＳＭＢⅤのソーラーパネルは２０Ｗ（フロート径７４０φ）、３４Ｗ（フロート径８４０φ）があります。 

＊ ＳＭＢⅥのソーラーパネルは約５Ｗです。 

筐体 

ＳＭＢⅥ－７７０ 

 

サイズ   ： ３７０φ×３１６Ｈ（係留環７７０φ） 

重量     ： 約３１Ｋｇ 

全浮力   ： 約６６Ｋｇ 

余剰浮力 ： 約２０Ｋｇ 

 

＊ 上記の諸元は浮力４ｋｇの浮き球を係留環に８個取り付

けた場合の値です。 

 

ＳＭＢⅤ改 

 

サイズ   ： ３７０φ×１０３２Ｈ（下部２１６．５φ） 

            フロート ７４０φ×２３０ 

            ガード   ８６０φ 

重量     ： 約８０Ｋｇ  （係留環を除く） 

全浮力   ： 約１２６Ｋｇ（係留環を除く） 

余剰浮力 ： 約５８Ｋｇ  （係留環を除く） 
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観測項目 観測機器 

水温 水温計、その他の水温観測機能付き機器 

塩分 水温・塩分計、多項目水質計、ＣＴＤ 

クロロフィル 水温・クロロフィル・濁度計、多項目水質計 

濁度 同上 

溶存酸素量 水温・ＤＯ計、多項目水質計 

蛍光光度 多波長励起蛍光光度計 

栄養塩 硝酸塩アナライザー、リン酸塩センサー 

流向・流速 電磁流速計、超音波ドップラー流速計（多層） 

深度（水圧） 深度計、その他の水温観測機能付き機器 

波浪 圧力式波高計、超音波式波高計、ＧＰＳ単独測位方式波浪演算機能（ＪＡＸＡライセンス） 

風向・風速 プロペラ型風向風速計、超音波風向風速計（２成分，３成分） 

気温 温度計 

湿度 温・湿度計 

気圧 気圧計 

放射線量 環境放射線観測装置（γ線）、水中用放射能スクリーニングシステム 

＊ 上記以外にも仕様が公開されている観測機器であれば対応可能です。 

（ＲＳ－２３２Ｃ、４８５、４２２、アナログ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 受信          ： 設定した任意の時間間隔で送信メールを自動受信（手動も可能） 

② 一覧表        ： 受信データ一覧表の表示 

③ 時系列図      ： 受信データ時系列図の表示（画像ファイルとして保存可能） 

④ 位置一表示    ： 地図上へ観測位置・データを表示、位置監視機能も追加可能 

⑤ データの保存  ： ＣＳＶファイルとして保存、データベースの作成も可能 

⑥ データの転送  ： 受信データを指定アドレスへ転送 

⑦ ＷＥＢ転送    ： ＷＥＢページへ観測情報（図、表）を自動的にアップロード 

⑧ 監視機能      ： 受信データを監視し設定範囲外のデータを受信した場合自動発報（メール送信可） 

⑧ 解析機能      ： 受信データの各種解析機能の追加 

観測項目 

受信アプリケーション 
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１. 制御部 

① ＣＰＵ     ： ルネサス製Ｈ８／３００シリーズＣＰＵ 

② メモリ     ： Ｓ－ＲＡＭ（２Ｍ）、ＳＤカード対応（ＳＤＨＣ対応） 

③ Ｉ／Ｏ     ： ＲＳ－２３２Ｃ・ＲＳ－４８５インターフェース（計８ＣＨ） 

④ 電源出力   ： 全８ＣＨのＯＮ／ＯＦＦ機能付き１２Ｖ電源出力 

                 内３ＣＨは制御信号付２．５～９Ｖ可変出力 

⑤ 管理機能   ： 機器内温度・電源電圧等の管理情報の送信機能 

⑥ 消費電流   ： 平均３５ｍＡ（周辺機器を含まず） 

⑦ サイズ     ： １３０×７７×２４ｍｍ（シールドケース外寸） 

⑧ 動作温度   ：  －１０～６０℃ 

⑨ 組込ソフト ： 演算機能を組み込んで処理後のデータを送信可能 

２. 通信部 

① 対応通信機 ： ＮＴＴドコモ社製 Ｆｏｍａ端末、ＫＤＤＩ社製 Ａｕ端末、イリジウム衛星通信端末 

                 携帯端末と衛星通信端末の同時搭載可能 

② 送信方法   ： Ｅメール 

③ 送信間隔   ： 最短５分 

④ 動作設定   ： 陸上局からのコマンドメールにて詳細な動作設定が可能 

⑤ 送信データ ： 日時、位置情報、観測データ、管理情報（機器内温度、電源電圧等） 

３. 電源部 

① 電源       ： 鉛蓄電池（ＤＣ１２Ｖ２４Ａｈ最大３並列）＋ソーラー充電システム（５、２０もしくは３４Ｗ） 

② 稼働日数   ： 観測機器の消費電流、計測・送信間隔に合わせ電源容量を決定 

                 ソーラーシステムを使用し通年観測が可能 

 

 

 

 

 

 

観測装置の基本仕様 

制御基板 

防水ＢＯＸ 


